（川原田　質問）

１．マツクイムシ対策について

マツクイムシの実態は一般には知られていないのが現状である。マツクイムシは、マツノザイゼンチュウという１mmくらいのセンチュウで自分では移動することができず、マツノマダラカミキリが運んで伝染していく。

神戸市では、「みどりの聖域づくり」事業、「市民参加の森づくり」事業推進のため、市内緑地の保全や、森林の保全、また、新植・捕植等の森林改造事業等が展開されている。この一環として、六甲山を中心としたマツクイムシ対策も実施され、薬剤散布や被害木の処理が行われている。

（例）写真１　市内の公園の写真

しかし、市街地の公園等にも、松は多数植栽されており、これらの多くもマツクイムシの被害にあい、松枯れの状態となっている。先程の説明通り、マツクイムシは、マツノマダラカミキリによって運ばれ、そのマツノマダラカミキリが２ｋｍくらい飛ぶことによって被害が拡散され、それは、松枯れを起こした松からも繁殖するので、害虫駆除の本には、松枯れした松は直ちに駆除して撤去しないと、マツノマダラカミキリを養殖しているのと同じと書いてあった。

そこで、六甲山の森林だけではなく、市街地などの公園の松も直ちに撤去しないと、数十年かかってできた松の枝ぶりが約１ヶ月で枯れてしまうので、早急に市内公園等の松枯れの木を調査し、まずは伐採・除去が必要。また、消毒等の処置が必要。また、薬剤の散布は効果的ではあるが、マツノマダラカミキリの天敵である昆虫まで殺してしまうことにもなる。

（例）写真１　天敵の写真（アカゲラ）

　写真２　天敵の写真（オオコクヌスト）

　また九州電力では落雷をうけた松は松枯れしないという事実から、電流を少し流すという「マツゴロウ」といったものを商品化している。また、マツノマダラカミキリに菌をつけて殺してしまう方法もあるが、気持ちが悪くてみなさんに写真をお見せできないし、あまり勧めたくはない方法です。

　今後は、広範囲な六甲山等では天敵を利用するなど、環境にもやさしい長期的なビジョンでの検討をしてもらいたい。

（神戸市回答　建設局）

神戸市内での松枯れの被害は、六甲山の市有林では年間約19,000本の被害が発生した昭和56年をピークに減少傾向にあり、最近15年ほどは年間4,000～5,000本程度の横ばい状態が続いている。六甲山系では市有林と、市街地から500ｍの松くい虫防除ベルトを中心に薬剤の地上散布、樹幹注入、伐倒駆除等の対策を行ってきた。

松枯れの原因は、一般的にはマツノザイセンチュウによる栄養障害と言われており、他には植生の遷移による自然淘汰や森林の手入不足による富栄養化によっても発生するとも言われている。

松枯れの対策としては、マツノザイセンチュウを媒介するマツノマダラカミキリを駆除する薬剤散布が一般的であるが、その他には、おっしゃられるような天敵による駆除がある。天敵としては、オオコクヌスト、サビマダラオオホソカタムシ、またおっしゃられていた菌の方法もある。そのほか、アカゲラ・コゲラ等の鳥類も考えられている。しかし、天敵を増やすことにより他の自然生態系を崩すという問題もあり、研究途上であり、非常に繊細で微妙な問題でもある。

次に公園の現状と対策について市内の一般的な公園での松枯れは現在約1,300本あり、特に北・垂水・西の各区で多く見られる。これらの公園内の松枯れについては、被害の大きいところから、順次伐採・除去を行っている。被害木については、年度内に1,100本程度を処理できる予定であり、緊急を要するものからできるだけ早くやっていきたい。

また、ご指摘のとおり、日本人の風物詩である松のある風景を維持するために、例えば再度公園や須磨浦公園、須磨海浜公園、などの守るべき松林については防除の徹底を図っており、養蜂業者や地元の了解を得て薬剤散布、伐倒駆除を行っている。

今年度の伐倒処理については、年明けから順次行っていく予定であり、カミキリムシの幼虫が越冬する時に松の中に入るので、年明けから伐倒・駆除する。

　今後の対策として松枯れに抵抗性のある松苗の供給（兵庫県「兵庫元気松」）も始まり、また、天敵利用の研究も行われているが、近い将来には実用化される可能性もある。

今後も、おっしゃられるとおり、環境保全の立場からも天敵利用等の対策を含めて検討していく必要があると考えている。

（再質問）

　　生物が越冬するのを狙って、時期については計画的に伐倒していると回答にあったが、地域の声などではお金がないので出来ないと聞いたことがあるがどうなのか。また、近隣の家の松にも被害があると聞くので、早く対応してもらいたい。

（再回答）

　基本的には計画的に行っている。しかし、緊急を要するものについては、例えば、景観に問題のあるもの、他に伝染する恐れがあるものについては、優先的に行っている。

